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ABSTRAK 

Fachri Fauzi. 2021. Analisis Makna Kanyouku Bahasa Jepang yang 

Menggunakan Kata Kerja Iu. Program Studi Pendidikan Bahasa Jepang. Fakultas 

Bahasa dan Seni. Universitas Negeri Jakarta. 

Penelitian ini bertujuan untuk mengetahui makna leksikal dan idiomatikal, 

hubungan antara kedua makna tersebut dan klasifikasi makna berdasarkan makna 

idiomatikal yang terkandung dari kanyouku yang menggunakan kata kerja iu 

sebagai unsur pembentuknya. Permasalahan yang dibahas pada penelitian ini 

adalah untuk mengetahui makna leksikal dan idiomatikal, mengetahui perluasan 

makna antara makna leksikal dan idiomatikal yang dibagi ke dalam 3 majas 

metafora, metonimi dan sinekdoke, dan klasifikasi kanyouku berdasarkan makna 

idiomatikal yang terkandung pada kanyouku yang menggunakan unsur pembentuk 

kata kerja iu. Penulisan penelitian ini menggunakan metode studi pustaka dengan 

mengumpulkan data dari buku, jurnal, dan artikel berita online dari website berita 

Jepang nasional nikkan-gendai.com dan asahi.com pada Januari 2015 sampai Juli 

2021. Hasil penelitian ini adalah 35 kanyouku yang ditemukan pada artikel berita 

nikkan-gendai.com dan asahi.com terdapat 2 kanyouku yang hanya memiliki 

makna idiomatikal saja. Ditemukan 11 kanyouku yang mengalami perluasan 

makna secara metafora, 16 kanyouku perluasan makna metonimi, 3 kanyouku 

perluasan makna sinekdoke dan 2 kanyouku yang tidak memiliki perluasan makna. 

Klasifikasinya yaitu 8 kanyouku termasuk ke dalam klasifikasi indera dan 

perasaan, 1 kanyouku klasifikasi tubuh, sifat dan tingkah laku, 11 kanyouku 

klasifikasi kelakuan, gerak dan tindakan, 3 kanyouku klasifikasi tingkatan, nilai 

atau harga, dan 12 kanyouku klasifikasi masyarakat dan kebudayaan. 

 

Kata Kunci: semantik, kanyouku, makna, iu 
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概要 

動詞「言う」を使用する日本語の慣用句の意味分析 

ジャカルタ国立大学 

Fachri Fauzi 

fachrifauzi@rocketmail.com 

A. 背景 

言語は人生に必要なものである。各国が他国の言語に属していない

という独特の特徴と独自性を持 0 っている言語は、異なる背景と異なる歴

史を持っている。この特殊性、文化、独自性は、外国語を学ぶことに興味

を持っている理由の 1 つである。外国語を学ぶには、語彙、文法規則、ア

クセントなどを理解する必要がある。言語の使用は本質的に意味に関する

ものであるため、言語の学習には、言語社会によって合意された意味と、

言語の各重要な要素を組み合わせて適切で正しい言語文にする方法が含む

である。同様に、慣用句研究は、重要性の研究である。日本人は相手と話

しているときその相手の気持ちを守るため慣用句を使用する。 

イヂィオムについて、Chaer（2014：296）によって「イヂィオム

はその要素の意味から意味を予測することができず、語彙的および文法的

に予測できない言語単位であると主張しています」と言っている。

Yonekawa と Itsuki（2005：i）によって慣用句は、「単語の二つ以上の連

結体であって、その結びつきが比較的固く、全体で決まった意味を持つ成

句である。」と言っている。 

Momiyama の Sutedi （2011：176）は、「語彙的および慣用的な

意味を持っていますが、隠喩、換喩、提喩の 3 つの言語を使用して説明で

きる意味の拡張を経験していると説明しています。」と言っている。 

「慣用句学生の驚きの意味の理解の分析」（Andini Sofiany、2016）

の研究結果の 1 つは、日本語学生が慣用句について具体的な学習を欠いて

おり、意味を理解するのが困難であったということである。そして日本語
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の慣用句の意味を分析するために研究者は日本で日常生活によく使われる

動詞[言う]慣用句を研究する。 

 

上の背景をもとに、研究するいくつかの問題の設定がある： 

1. 動詞「言う」という単語から形成される語彙と慣用的な意味は

何であるか。  

2. 動詞「言う」使いの慣用句の語彙と慣用意味はどのような関連

は何であるか。 

3. 動詞「言う」の慣用意味によってどんな分類に入るか。 

 

 

研究目標は： 

１． 動詞「言う」という単語から形成される日本語の漢字の語彙

と慣用的な意味を知るためである。 

２． 動詞「言う」の語彙と慣用意味の関連を知るためである 

３． 動詞「言う」の慣用意味によってどんな分類に入るを知るた

めである。 

 

B. 研究方法 

本研究では、半六は動詞『言う』から形成され、語彙的および慣用

的意味の関係と意味に基づく観音の分類に基づく記述分析法を使用してい

ることを発見する。この研究で使用されるデータ取得技術は、文献検索で

ある。すなわち、 本、辞書、雑誌、新聞などの研究対象として使用され

る研究技術である。研究者がしたこと： 

第一手：文献検索 
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この研究のデータは、実例である。データは nikkan-gendai と asahi の新

聞サイトを取る。 動詞「言う」を使う日本語の慣用句の新聞記事を選ぶ。 

第二手：データの分析 

言語に含まれる語彙および慣用句の意味データを分析する。語彙および慣

用句の意味を理解した後、語彙と慣用的な意味の関係を分析する。その関

係は隠喩、換喩、および提喩かをぶんせきする。 

第三手：データの分類 

「言う」という動詞を使って、言語に含まれる慣用的な意味に従って慣用

句を分類する。 

Inoue (1992: iv-x)は慣用句の分類の種類は五つある： 

１．感覚、感情を表す慣用句 。 

２．体、性格、態度を表す慣用句。 

３．行為、動作、行動を表す慣用句。 

４．状態、程度、価値を表す慣用句。 

５．社会、文化を表す慣用句。 

第四手：結論  

この手段は前の説明のようにデータの分析にもとづいて、結論が見つかる。

そして、動詞「言う」を使う日本語の慣用句の語彙と慣用の意味はどのよ

うな意味とその二つの意味の関係を持つ、その慣用の意味はどの種類に入

るについて、情報を取得することができる。 

C. 研究結果分析 

著者は nikkan-gendai と asahi 新聞サイト から ３５動詞「言う」を使用す

る慣用句のデータを見ることができる。慣用句のデータサンプルは９１見

つけることができる。結果は次のよう に示す： 
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動詞「言う」を使用する日本語の慣用句データの表 

慣用句 語意の意味 慣用の意味 

言い得て妙 (tidak ada) Menemukan kata 

(ekspresi) yang cocok 

(suatu hal) 

言うなれば Jika dikatakan Dengan kata lain 

言うまでもない Tidak perlu sampai 

dikatakan 

Hasil yang sudah jelas 

言わでもの事 Hal yang sudah jelas Hal yang dilarang 

dikatakan (di tempat) 

言うことなし Tidak ada perkataan Setuju 

言うに言われぬ Tidak diungkapkan 

dengan kata 

Suatu hal (negatif) yang 

tidak bisa diungkapkan 

言うも愚か Perkataan bodoh Suatu hal yang tidak 

perlu dikatakan 

言って見れば Coba katakan Dengan kata lain (A 

sama dengan B) 

言わないことではない Bukan hal yang tidak 

dikatakan 

Peringatan yang 

diabaikan 

言うことを聞く Dengarkan perkataan Patuhi perkataan 

言うに及ばず Dijelaskan tidak ada 

akhirnya 

Tidak perlu dijelaskan 

seluruhnya 

言わず語らず Tanpa bicara tanpa 

cerita 

Tidak berbicara apapun 

言わぬは言うにまさる bicara tidak lebih baik 

dari diam 

diam lebih baik dari 

bicara 
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言うだけ野暮 Dikatakan tidak sopan Tidak perlu mengatakan 

suatu hal (umum) 

言うに事欠いて Kurang berbicara Perkataan yang tidak 

cocok(dengan situasi) 

言うを俟たない Tidak menunggu bicara Tidak perlu menjelaskan 

hal yang sudah jelas 

言わずと知れた Mengerti tanpa 

dikatakan 

Memahami tanpa 

penjelasan(dengan 

sengaja) 

言わんばかり selalu bicara Memahami dalam 

sekilas 

言う所の Tempat berbicara (akan) Mengatakan 

suatu hal (situasi/orang) 

言うは易く行うは難し Mudah dikatakan sulit 

dilakukan 

Mudah dikatakan sulit 

diwujudkan 

言わずもがな (Saya)harap tidak 

dikatakan 

Tidak mengatakan hal 

(sensitif) 

言う口の下から Berbicara dari bagian 

bawah mulut 

Perkataan terbalik 

dengan perbuatan 

呆れてものが言えない Tertegun tidak bisa 

berkata-kata 

Terdiam (syok) 

あっと言う間に Ketika berkata “Ah!” Waktu yang berlalu 

begitu cepat 

いざと言う時 Sekarang waktunya Menghadapi suatu hal 

(genting/darurat) yang 

dapat terjadi 

言わぬが花 Bunga tidak berbicara lebih baik tidak 

mengakatakan (dalam 

situasi). 
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得も言われぬ Keuntungan yang tidak 

diberitahu 

Terharu 

四の五の言う Mengatakan empat atau 

lima 

Selalu mengeluh 

冗談も休み休み言え Berhati-hatilah 

mengatakan lelucon 

Berhentilah mengatakan 

hal yang tidak masuk 

akal 

ツーと言えばカー (tidak ada) Saling memahami 

馬鹿も休み休み言え Berhati-hatilah 

mengatakan hal bodoh 

Berhentilah mengatakan 

hal bodoh terus-

menerus 

馬鹿を言え Katakan bodoh Jangan berkata bodoh 

一口に言って Bicara dalam satu mulut 

penuh 

Singkat kata 

物を言う Mengatakan benda Sesuatu yang 

bermanfaat pada 

waktunya 

欲を言えば Mengatakan harapan Berandai-andai 

 

動詞「言う」を使用する日本語の慣用句の関係の表 

隠喩 言うも愚か、言う口の下から、得も言われぬ、四の五の

言う、一口に言って、物を言う、あっと言う間に、言わ

でもの事、あっと言う間に、いざと言う時、言う所の、

言わず語らず 

換喩 言うことを聞く、言わんばかり、言うなれば、言って見

れば、言うまでもない、言うに言われぬ、言うに及ば
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ず、言うを俟たない、言わずと知れた、言わずもがな、

言うに事欠いて、冗談も休み休み言え、馬鹿も休み休み

言え、歌を言えば、言うことなし、馬鹿を言え 

提喩 言うだけ野暮、言わぬが花、言わないことではない 

 

動詞「言う」を使用する日本語の慣用句の分類の表 

慣用句の分類 データ 

感覚、感情を表す慣用句 言い得て妙、得も言われぬ、ツー

と言えばカー 

体、性格、態度を表す慣用句 言わんばかり、言う口の下から、

四の五の言う、冗談も休み休み言

え、馬鹿も休み休み言え、馬鹿を

言え 

行為、動作、行動を表す慣用句 言うことなし、言うことを聞く、

言うだけ野暮、言う所の、言うに

言われぬ、言うに及ばず、言うに

事欠いて、言うまでもない、言わ

ないことではない、呆れてものが

言えない 

状態、程度、価値を表す慣用句 言うなれば、言わず語らず、言わ

ずと知れた、言わずもがな、あっ

と言う間に、欲を言えば 
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社会、文化を表す慣用句 言うは易く行うは難し、言うもお

ろか、言うを俟たない、言って見

れば、言わでもの事、言わぬは言

うにまさる、いざと言う時、言わ

ぬが花、一口に言って、物を言う 

 

D. 終わりに 

nikkan-gendai と asahi新聞サイトの一月２０１５から七月２０２１までの

動詞「言う」慣用句と関係ある記事を集めたから３５動詞「言う」を使用

する日本語の慣用句を見つけることができる。その３５の中に語意と慣用

の意味の関係について１３慣用句は隠喩、8 慣用句は換喩、9 慣用句は提

喩、のこり５慣用句は関係はいないことがわかる。慣用の意味によって分

類について、３慣用句は感覚、感情を表す慣用句、６慣用句は体、性格、

態度を表す慣用句、10 慣用句は行為、動作、行動を表す慣用句、６慣用

句は状態、程度、価値を表す慣用句、１０慣用句は社会、文化を表す慣句

である。 
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